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調査研究紹介
フルニキシン及びエンロフロキサシンのイヌにおける薬物動態学的相互作用

○荻野智絵、水野安晴、小形智子、高橋美幸
（動薬検）

フルニキシン及びエンロフロキサシンをビーグル犬
に併用投与して、薬物動態学的相互作用について検討
した。
ビーグル犬 10 頭にフルニキシン 1mg/kg、フルニ

キシン 1mg/kg 及びエンロフロキサシン 5mg/kg、エ
ンロフロキサシン 5mg/kg を皮下投与した。経時的に
採血し、血漿中フルニキシン、エンロフロキサシン及
びエンロフロキサシンの代謝物であるシプロフロキサ
シンの濃度を高速液体クロマトグラフ（HPLC）法で
測定した。血漿中薬物濃度から薬物動態パラメーター
を計算した。
フルニキシンとエンロフロキサシンの併用投与に

より、ビーグル犬に副作用は見られなかった。フル
ニキシンの薬物動態パラメーターは併用投与により、
AUC（血中濃度時間下曲線）、t1/2(el)（消失期半減期）、
Cmax（最高血漿中濃度）が上昇し、kel（排泄速度定数）
は減少した。一方、エンロフロキサシンの薬物動態パ
ラメーターは併用投与により、t1/2(el) は上昇し、kel は
減少した。フルニキシンとエンロフロキサシンの併用
投与により両薬物の排泄が延長したことから、両薬物
は排泄過程で相互作用を起こしている可能性が示唆さ
れた。
（American Journal of Veterinary Research 66, No.7, 
1209-1213, 2005)

間接免疫ペルオキシダーゼ法を用いた
ウイルス中和試験法（VNT-IIP）による狂犬病ウイルス中和抗体価測定法
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狂犬病ワクチンの有効性評価法の 1つとしてVNT-
IIP による中和抗体価の測定が日本で開発されている
が、その操作性等に改良の余地があった。今回、本法
の改善を試み、国際標準法の１つである蛍光抗体ウイ
ルス中和試験法（FAVNT）と比較検討し、その有用
性を評価した。
中和用ウイルスには CVS 株を、培養細胞にはマ

ウス神経芽細胞腫由来 Neuro2a 細胞を用いた。96
穴プレートで検体を 3 倍階段希釈し、ウイルス液
（200TCID50 を含む）を加え、中和反応後に細胞浮遊
液を加えて培養した。培養 4日目に 80％冷アセトン

水で固定し、当所で作成した抗 G蛋白モノクローナ
ル抗体と市販の 2次抗体を用いて酵素免疫反応を行
い、発色が阻止されたウェルから中和抗体価を算出し
た。参照血清には感染防御に必要とされる 0.5IU/mL
の国際参照品を用い、陰性・陽性判定の指標とした。
参照血清を繰り返し測定した結果の変動係数は
13.1%（n=29）であった。狂犬病ワクチン未接種血清
（n=137）を測定したところ、参照血清より十分低い
値を示した。任意の血清希釈列を繰り返し 3回測定し
た実測値と、その希釈倍数から算出される理論値の
相関係数は 0.96 ～ 1.00 であった。142 検体を用いて


